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Ⅰ はじめに大正期から昭和初期にかけて隆盛を誇った児童雑誌『赤い鳥』には、多くの作家たちが主宰者鈴木三重吉に賛同して児童文学作品を提供してきた。今回は、当時早稲田大学にて英語英文学の講師を務め、旺盛な作家活動を続けながら童話も提供していた吉田絃二郎（１８８６－１９５６）を取り上げる。絃二郎は、後に早稲田大学教授となり、職を辞してからも小説の他、戯曲や随筆など幅広い創作活動に従事している。その業績は折あるごとに『吉田絃二郎全集』、『吉田絃二郎童話全集』、『吉田絃二郎選集』、『吉田絃二郎感想選集』などにまとめられて出版されていることから、児童から成人まで幅広い読者を得ていることが分かる。『赤い鳥』には、一部の中編を除き短編を提供しており、その数は３３作品に及ぶ。今回は、これらの作品から、代表作の一つである『天までとどけ』を中心に、キリスト教文学研究の見地から絃二郎が持つ宗教 性がどのように反映されているかについて考察する。 吉田絃二郎の略歴絃二郎の作家論作品論としては、原岡（１９９３）の研究が代表的である。原岡は、絃二郎の生涯を「生い立ちと故郷佐賀時代」「佐世保時代からミッションスクールへ」「佐賀工業時代」「上京・苦学時代」「志願兵としての対馬時代」「早稲田大学時代」「『六合雑誌』時代から文壇へ」「人気作家、吉田絃二郎」と章立てて論じている。まず出生についてであるが、年譜には１８８６（明治１９）年と記載されているが、戸籍には１８８４（明治１７）年生と記載されている。佐賀県神埼郡神埼町に父栄作、母リフの次男として生まれた。実家は酒造業を営んでいたが事業が失敗し生活が困窮していた。幼児期に一家は佐世保に転居したこともあり、絃二郎は高等小学校までを佐世保で暮らしている。しかし、小学校時代に偶然入った教会に導かれ、高等小学校卒業後は長崎のミッションスクールで
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A Study on the Influence from Christianity seen in Fairy Tales
by Genjiro Yoshida－Focusing on “Ten Made Todoke”(Deliver to Heaven)－ 中 島 賢 介要旨吉田絃二郎（１８８６‐１９５６）は、感想集『小鳥の来る日』をはじめ数多くの話題作を発表し流行作家となった。今回は大正時代を代表する児童雑誌『赤い鳥』に収録されている「天までとどけ」を中心に、作品内容にみられるキリスト教からの影響を考察する。絃二郎は長崎の東山学院でキリスト教に出会い洗礼を受け、やがて信仰生活からは遠ざかるものの、作品の至る所で聖書からの影響を受容し続けたことが分かった。今回取り上げる「天までとどけ」においても、旧新約聖書からの影響を受けていることが分かった。キーワード：児童文学（Children’s Literature）／キリスト教（Christianity）／吉田絃二郎（Genjiro Yoshida）
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 『赤い鳥』における子ども観絃二郎の童話については、『赤い鳥』に作品が発表される１９２１（大正１０）年以前には『日本少年』、『少女の友』『こども雑誌』『少年男生』『少女画報』『金の船』『童話』などの児童雑誌に発表されている。『赤い鳥』には、１９２１（大正１０）年１１月号に掲載された「黒ん坊、白ん坊」を皮切りに３３編が発表されている。河原（１９９８）は、『赤い鳥』に登場する子どもの基本イメージについて３種類挙げている。① 良い子 他人に優しい、親孝行、努力家自分の行為を反省する子ども② 弱い子 くよくよ悩む、病気、貧乏虐待されている子ども③ 純粋な子 非功利、非妥協、無垢な子ども①について『少年倶楽部』では立身出世・英雄主義的な色彩が濃く、『赤い鳥』では相手の立場を尊重して優しくする子ども像が見られる。②について外的要因内的要因により自己の存在が危うくなっているような子ども像が見られる。③について、ここでいう純粋な子というのは、人間同士の利害関係や打算の成立たない間柄である。河原は、特に②と③の項で絃二郎の童話を紹介している。具体的には、②について「お銀のうた」や「壺作りの柿丸」などの感傷性は登場する子どもの弱さによるものだとしている。特に「天までとどけ」は、主人公弥一は①から③のすべてを併せ持つ子どもであるとしている。
 童話「天までとどけ」以前、論者は同じ早稲田文学の仲間で作家の加能作次郎が書いた童話『少年と海』に関する小論の中で、明治から昭和初期まで型の大小関係なく津波や嵐で遭難する船が後を絶たなかったということを述べた。この「天までとどけ」についても同様で、あらすじは以下の通りである。場面は少年弥一の父が海難事故に遭ったという話から始まる。弥一は父親が港に戻って来られるように自分が住んでいる小屋の板を一枚一枚剥がしながら毎夜明かりを灯し続けていた。しかし、いくら待てども父の船は帰らず、村人からも諦めるよう諭さ
れるが、それでも小屋の板を剥がしては火を焚き続けていた。そのうち、小屋の板がなくなり途方に暮れていた所に子どもたちが難破船の板を燃やしたらどうだと提案し、皆で火を焚いた。その姿を望遠鏡越しに眺めていた外航船の士官は、「火の柱のようにきよい火だ」と言うと、船長は「火の柱をめぐって、たくさんの子どもたちがおどっているぞ。これはすてきだ。まるで神さまの世界のようだ」と感心して眺めていた。その外国船に乗船していた一人の日本人が甲板に上がって来て自分の故郷だという。その日本人こそ、弥一の父であった。船は港に近付いて錨を下し、ボートで父親を弥一に会わせるために接岸する。そして再開した父子は抱き合い、まっかな火の柱が幸福な父子を照らした。そして、外国船の乗組員たちは子どもたちと一緒に踊りだした。この物語に登場する「火の柱」は、旧約聖書出エジプト記１３章１７節から２２節までの「火の柱、雲の柱」をモチーフにしたものと考えられる。神が預言者モーセが率いるイスラエルの民をエジプトから脱出させた際、昼には雲の柱を、夜には火の柱をもって導いたという箇所である。この柱のおかげで、民らは昼も夜も行進をすることができた。弥一が父親のために、そして港を通る船のために燃やし続けた火を聖書の火の柱と見立てたと考えられる。また、ランプの明かりや板で火を焚く場面については、火が「きよいほのお」と表現されていることから、「あなたの御言葉は、わたしの道の光 わたしの歩みを照らす光」（詩編１１９編１０５節）、「あなたがたの光を人々の前に輝かしなさい。人々が、あなたがたの立派な行いを見て、あなたがたの天の父をあがめるようになるためである」（マタイによる福音書５章１６節）などの聖句を想起させる。弥一は必死になって自分の住まいを犠牲にしてまでも父親の帰りだけをただひたすら待ち続けている。その姿を村の人々は、「ちゃん（論者注：父親）が帰らぬので気がくるうたのじゃなあ、かわいそうに。うちをこわしてるぞ。いまに雨でもふったらどこに寝るつもりだんべえ」と憐憫を持ってそれをやめさせようとする。その一方、村の子どもたちは、弥一の姿に同情しながらも何とか弥一の心に寄り添い、難破船の板を明かりに使用
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